































































































































































































































































































































































































































































































































(units/gtissue） 1.5 1.4 2.7１．２ 1７．８
ｍＲＮＡの発現量。0.054＜０００１検出不能０．００３１
＊ｍＲＮＡの発現量は第１葉の値を１としたときの相対値で示した
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Activity(units/gtissue）Indican（Iumol/gtissue）
図５葉の順位別transketolase活性とindican含量
Ａ：transketolase活性の変動アイ■およびタバコ□の葉を用い測定を行った
Ｂ：同様の条件におけるindican含量の変動
表３葉の順位別でみたｍＲＮＡの発現量
つに，indican含量は第１，２葉で最も高く，そ
の後は増加せずに一定となる。このように，indican
の合成は主に若い葉で行われ，その後はストップして
いるのではないかと考えられる。このことから
transketolase活性の第４，５葉での上昇は，indican
合成には関与していないと推測できる。むしろ，第１，
２葉の間で活性が著しく上昇しており，transketolase
がシキミ酸経路へ基質の供給を盛んに行っている可能
Leafpositions ｍＲＮＡ相対値
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可
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性が考えられる。さらに，
リアルタイムＰＣＲの結
果から，第２葉において
非常に高いｍＲＮＡ発現
が明らかになった（表3）。
しかし，第４，５葉では
転写レベルが低く，それ
以前の若い葉の時点で合
成されたtransketolase
が徐々に蓄積した結果，
第４，５葉で活性が上昇
した可能性も考えられる。
あるいは，若い葉で合成
されていた
transketolaseとは異な
るアイソザイムの出現も
ＢＡＤａｙｓ
●０
▼３
､－、６（ｖ〔（（）『
イソサイムの出塊も０１０２０３０４０５０００．４０．８１．２１．６
考えられる。Activity(units/gtissue）Indican（LLmol/gtissue）
次に，種子から発芽後， 図６発芽時のtransketolase活性とindican含量
第２葉までの成長時期のＡ：transketolase活性の変動Ｂ：同様の条件におけるindican含量の変動
transketolase活性の変
動を調べた．予想された
ように，種子から発芽すると同時に活性が急激に増加し，その後，植物体の成長とともに上昇した（図６）。こ
れに対し，indican含量は，本葉が確認されてから増加を開始している。すなわち，indican蓄積に先立って，
transketolaseが発現されていることが確認された。
4．結論
アイtransketolaseのｃＤＮＡクローニングを行った。得られたｃＤＮＡは，６２０個のアミノ酸から
なる分子量６７，４５０のタンパク質をコードしていた。このアミノ酸配列は，植物の典型的な
transketolaseと高い相同性を示し，糖基質や補酵素であるThiaminediphosphateと相互作用
する残基が高く保存されていた。
アイにおけるtransketolase活性は，予想されたように，発芽後の成長とともに上昇する傾向にあった。組織
別では葉にのみ特に高い値を示し，その他の組織ではその活性は低く抑えられていた。または，ｍＲＮＡレベルで
も同様の結果が得られた。葉の順位別に活性を測定すると，第１葉から第２葉にかけて特に著しい上昇が見られ
た。この時期のｍＲＮＡ発現量も同様のパターンを示したことから，転写レベルで調節されている可能性が考え
られる。第３葉で活性が低下したのち第４，５葉で再び上昇していくが，この時期はｍＲＮＡの発現量が低く抑え
られていることから，この活性の増加は合成されたtransketolaseの蓄積に起因するものかもしれない。これら
のtransketolaseの動向は，indicanの蓄積量とよく似ていた。しかし，indicanの蓄積は，第３葉以降増加し
ないことから，第４，５葉でのtransketolase活`性の上昇はindican合成と関係していないかもしれない。むし
ろ第１，２葉の若い葉においてシキミ酸経路への基質の供給が活発におこなわれている可能性が考えられる。
今後は，本酵素の細胞内局在，転写調節の有無などといった研究により，一次代謝経路とindican合成経路と
の関係を明らかにしていくことが課題であると考えている。
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LeavesofPolygo""'Ｍ"ＣＭ"maccumulatealargeamountofindican,theprecursorofindigoblue・Indican
isasecondarymetabolitewhichissynthesizedfiDmindoxylandUDP-glucosem1ノル０．ＡShikimicpathwayin
whichindoxylisproducedasaninterrnetaboliteisalsolinkedwithapentosephosphatepathwaythrough
erythrose4-phosphatewhichisproducedbythecatalysisoftransketolaselnthisstudy,thenucleotidesequence
oftransketolasecDNAwasdetenninedTransketolaseactivityinvanoustissueswasmeasured，ａｎｄｔｈｅｎｔｈｅ
ａｍｏｕｎｔｏｆｍＲＮＡｗａｓｑｕａｎｔｉｆｉｅｄｂｙａｒｅａｌｔｉｍｅＲＴ－ＰＣＲＯｎｔｈｅｂａseofthesedata,wediscussedtherelation
betweenpentosephosphatepathwayandindicanmetabolism．
